
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．高度な加工処理に対応した施設・設備の整備支援  

多様化・細分化するニーズに対応するため、輸出に取り組む食肉処理施

設等における、小割肉やスライス肉等の高度な加工処理に対応した施設・

設備等の整備を支援します。

２．省力化施設・設備の整備支援

労働力不足を補完し、高度な食肉処理機能の強化を図るため、輸出に

取り組む食肉処理施設における省力化施設・設備の整備を支援します。

３．国内向けカット機能の外部移転の取組支援

輸出向け仕向量を増加させるため、輸出に取り組む食肉処理施設におけ

る、国内向け部分肉・小割加工を行う機能を外部施設等に移転する等の

取組を支援します。

＜対策のポイント＞
輸出に取り組む食肉処理施設等における処理機能の強化を図り、輸出機会を最大限取り込める体制を構築するため、①高度な加工処理に対応した施

設・設備の整備、②労働力不足を補完する省力化施設・設備の整備、③国内向けカット機能を外部施設に移転する等の取組を支援します。

＜政策目標＞
農林水産物・食品の輸出額の拡大（２兆円［2025年まで］、５兆円［2030年まで］）

家畜・食肉等の流通体制の強化のうち

○ 輸出食肉処理施設機能高度化事業

＜事業の流れ＞

国 都道府県 食肉処理施設等

交付

１、２の事業：1/2以内
 ３の事業：1/3以内

［お問い合わせ先］畜産局食肉鶏卵課（03-3502-5989）
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＜２の支援＞

＜１の支援＞

【令和６年度予算概算決定額 150（－）百万円】

省力化（自動化）機械を導入 人手を補完しオーダーに対応
部分肉

産地食肉センター

消費地における国内向けカットセンターの整備

輸出向け加工
を増加

労働力の多い消費地
で国内向けを加工

国内向け
生産能力の
一部を分離

＜３の支援＞


